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　母校の授
業用パソコ
ンがよくフ
リーズ（動
作停止）し
て困ってい
る－という
話を聞いた
紳士服店経
営の佐々木
孝 之 さ ん
（８期）が、
令 和 ２ 年
12月7日、
パソコンの
メ モ リ ー

（データ記憶装置）100枚を青陵高校に寄贈しました。
40万円相当になります。
　同校のＣＰ（コンピューター）ルームには、１クラス
全員が使えるように40台と予備数台がずらりと並ん
でいます。主に１年生が週２時間（２コマ）、「社会と情
報」の授業を受けています。
　メモリーはこれまで４㌐で、フリーズした場合には
数分程度、生徒は何もできない状態になっていまし
た。45分授業のうち先生の説明が15分とすれば、残
りわずか30分となります。フリーズに遭遇した場合
さらに短くなり、ギガの増強が急務でした。

　これを見かねた泉浩明副校長や「情報」担
当の河野宏先生らが相談、河野先生が旧知の
佐々木さんにお願いをしてメモリーの寄贈
が実現しました。
　同日は先行して43枚分の贈呈式を行い、校
長室で佐々木さんが髙槻信博校長に手渡し
ました。同月中に残り57枚を準備、すべての
パソコンにメモリーを増設しました。１台に
つき２枚・８㌐増え、一挙に12㌐となりまし
た。
　生徒らはこの授業で少子化、水、温暖化な
ど社会性のあるテーマを選んで各自がレ
ポートにまとめ、グループで発表するという
作業を行います。
　泉副校長は「パソコンで高度な授業に取
り組んでいるのでフリーズは痛かったです

よ。メモリーの増強でフリーズが解消
され大変ありがたく思います」と、感
謝しています。

□…佐々木さんは青陵時代、剣道部でした／世界
にはばたくユニクロの柳井正会長兼社長は同業の盟友で
長い親交があり、その縁でユニクロとフランチャイズ契約
を結び、
地方店第
１号とし
て笹沖店
（のち撤
退）を経
営しまし
た。

（８期）

佐々木孝之さ
   ん

母校にパソコンメモリー 100枚

　

青
陵
高
創
立
１
１
０

周
年
記
念
事
業
の
中
庭

整
備
工
事
完
成
報
告
会

が
令
和
2
年
12
月
23

日
、
校
長
応
接
室
で
関

係
者
が
出
席
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　

9
月
の
完
成
を
受
け

て
髙
槻
校
長
が「
2
年

が
か
り
の
関
係
者
の
ご

労
苦
で
立
派
な
広
場

が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。校
舎
や
渡
り
廊
下

な
ど
ど
こ
か
ら
で
も

見
る
こ
と
の
で
き
る
い
い
位
置
に
あ
り
ま

す
。い
ろ
ん
な
行
事
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
小
川
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
岡
田
同

窓
会
会
長
ら
に
工
事
の
概
要
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
ス
目
模
様
の

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装
に
改
修
、「
集

い
の
広
場
」と
名
付
け
た
／
追
加
工
事
と

し
て
、
西
隣
の
卒
業
記
念
造
園（
25
～
29
期

寄
贈
）の
再
整
備
も
行
っ
た

－

と
い
う
2

点
で
す
。

　

施
工
業
者
の
老
龍
園
緑
化（
株
）の
大
山

雅
章
社
長（
28
期
）か
ら
記
念
碑
用
の
石
材

が
寄
贈
さ
れ
、稲
山
先
生（
書
道
）が「
集
い
の

広
場
」と
揮

毫
し
て
、
広

場
の
東
隅

に
設
置
し

ま
し
た
。

　

報
告
会

の
後
、出
席

者
は「
集
い

の
広
場
」を

見
学
、記
念

写
真
に
納

ま
り
ま
し

た
。

パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ
ー
を
髙

槻
校
長
に
贈
る
佐
々
木
孝
之

さ
ん
㊧
＝
青
陵
高
校
長
室

メ
モ
リ
ー
が
増
強
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ

ル
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
＝
同
高

「
集
い
の
広
場
」

完
成
報
告
会

「
い
ろ
ん
な
行
事
に
利
用
」と
校
長
謝
意

「集いの広場」の記念碑のそばで写真に納まる
完成報告会の出席者＝右から３人目が髙槻校
長、４人目が岡田同窓会会長（青陵高校提供）

令
和
２
年
９
月
13

日
付
山
陽
新
聞

学
校「
フ
リ
ー
ズ
解
消
に
感
謝
」

完成した「集いの広場」＝青陵高中庭

寄　贈
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［
転
　
任
］

岡
山
操
山（
通
信
制
）
　
教
　
　
頭	

妹
尾
英
津
子（
三
〇
年
〜
）理
　
科

松
　
　
山
　
副
校
長	

中
野
　
修
一（
二
七
年
〜
）英
　
語

岡
山
城
東
　
指
導
教
諭	

田
中
誠
一
郎（
二
七
年
〜
）国
　
語

玉
　
　
野
　
指
導
教
諭	

岡
本
　
崇
志（
二
一
年
〜
）数
　
学

岡
山
朝
日
　
教
　
　
諭	

小
坂
　
雅
是（
二
二
年
〜
）国
　
語

玉
　
　
島
　
教
　
　
諭	

岡
﨑
　
　
修（
三
〇
年
〜
）英
　
語

玉
　
　
野
　
教
諭（
再
任
用
）	

有
岡
　
弘
道（
二
五
年
〜
）地
歴
公
民

玉
　
　
島
　
常
勤
講
師（
再
任
用
）	

坂
本
　
憲
治（
三
〇
年
〜
）理
　
科

玉
　
　
島
　
主
　
　
任	

本
城
　
智
美（
三
一
年
〜
）事
　
務

玉
　
　
野
　
司
書（
主
任
）	

吉
岡
亜
希
子（
二
六
年
〜
）図
　
書

［
着
　
任
］

校
　
　
長
　	

内
田
　
博
文（
井
原
市
立
）

教
　
　
頭
　
国
　
　
語	

片
山
　
智
司（
県
立
操
山
中
）

教
　
　
諭
　
国
　
　
語	

臼
本
　
　
茜（
林
　
　
野
）

教
　
　
諭
　
国
　
　
語	

佐
々
木
　
徹（
高
　
　
梁
）

教
　
　
諭
　
地
歴
公
民	

黒
田
　
和
義（
岡
山
芳
泉
）

教
　
　
諭
　
数
　
　
学	

青
木
　
将
彦（
今
治
西
）

教
　
　
諭
　
理
　
　
科	

宮
脇
　
良
太（
勝
間
田
）

教
　
　
諭
　
英
　
　
語	

岡
田
　
和
則（
玉
　
　
島
）

教
　
　
諭
　
英
　
　
語	

神
宝
　
啓
子（
岡
山
芳
泉
）

教
　
　
諭
　
英
　
　
語	

武
田
　
真
弥（
勝
　
　
山
）

常
勤
講
師
　
物
　
　
理	

弓
取
　
大
輔（
新
　
　
任
）青
陵
68
期

主
　
　
幹
　
事
　
　
務	

三
宅
佳
代
子（
倉
敷
天
城
）

司
　
　
書（
副
参
事
）
　
図
　
　
書	

稲
葉
三
千
代（
倉
敷
商
業
）

［
退
　
職
］

校
　
　
長
　	

髙
槻
　
信
博（
三
一
年
〜
）

教
　
　
諭
　
青
陵
高
教
諭
か
ら

再
任
用
教
諭
へ

	

貝
原
　
靖
浩（
二
七
年
〜
）地
歴
公
民

教
　
　
諭
　
青
陵
高
教
諭
か
ら

再
任
用
教
諭
へ

	

萱
嶋
　
宏
康（
二
六
年
〜
）数
　
　
学

教
　
　
諭
　
青
陵
高
教
諭
か
ら

再
任
用
教
諭
へ

	

広
瀬
　
洋
介（
一
六
年
〜
）体
　
　
育

教
　
　
諭
　
青
陵
高
教
諭
か
ら

再
任
用
教
諭
へ

	

藤
井
　
祥
嗣（
二
六
年
〜
）英
　
　
語

令
和
２
年
度
末
の
主
な
教
職
員
異
動

　2020年１月、驚きの出来事があった。アメリ
カ最大の議会図書館が、拙著『1945年鎮

ちん

南
なん

浦
ぽ

の
冬を越えて』を、2017年に購入していたと判
明！その出版社が倒産して３年後に？ わずか

1000部
出版に
過ぎな
かった
の に？
と心底
驚いた。
　さら
に 2 月
初め、自
分で英
訳して
2019年
９月に
刊行した

『1945,Surviving 
the  Winter  in 
Chinnampo』 も
同館が所蔵して
くれた。北朝鮮か
ら６歳で引き揚
げた体験を６歳
上の姉の視点で
記した回想録だ
が、60年近く取
り組んだ歴史の
証言が認められ
た思いで感無量

だった。2021年７月、英語版は幻冬舎から「電
子書籍」としてネット販売された。
　自著を英訳したのは2003年に誤訳文確認の
ため質問状を送って以来、文通の続いているイ
ギリスの作家バーリー・ドハテイ（カーネギー
賞２回受賞）に、３年前、私の引き揚げ話をぜひ
英訳してほしいと、請われたためだった。長年
の感謝の思いを込め、１章ずつメールで送っ
た。「面白い。次が読みたい」との褒め言葉に励
まされ、最後まで訳し通せた。
　イギリスでの出版は煩雑で手に負えず、東京
で自費出版。これを日経新聞が取り上げてくれ
て問い合わせが殺到し、英語版を幻冬舎から刊
行。日本語版は2022年６月に佼成出版より出版
の予定。

　高校在学時から勉強の合間に乱読し、日記や
物語を書き散らし、文章が雑誌『少女』に掲載さ
れたりした。大学で児童文学研究会に加わり、
卒業後も同じ仲間たちと同人誌で60年余執筆
を続け、出版物も20数冊残せた。
　一方で英語教師として高校に33年勤務、恵泉
女学園短大と母校の東京女子大で17年間、児童
文学を担当。体力がなく、いずれも非常勤講師
だが70歳まで続け、現在は八王子中央図書館で
「イギリス児童文学を原書で楽しむ会」を16年
続けている。
　今思えば、諦めないで続けること、機会を得
たら全力で取り組むことで道が開けてきた気
がする。同時に、好きなことを自由にやらせて
くれた家族（亡き義母、50余年同居の義姉、夫）
の支えも大きく、有難いことだった。

　［
略
歴
］え
ん
ど
う
・
み
え
こ
　
本
名
美
枝
子
、

旧
姓
藤
原
。韓
国
・
釜
山
で
生
ま
れ
、6
歳
で
倉
敷

へ
引
き
揚
げ
。青
陵
高
時
代
は
英
語
ク
ラ
ブ
で
、東

京
女
子
大
学
英
米
文
学
科
卒
業
。高
校
、大
学
で
英

語
教
員
を
す
る
傍
ら
、
児
童
文
学
の
道
へ
。『
ス
ー

ジ
ー
さ
ん
と
テ
ケ
テ
ン
テ
ン
』で
第
5
回
小
川
未

明
文
学
賞
優
秀
賞
を
受
賞
。ほ
か
に『
あ
じ
さ
い
寮

物
語
1
・
2
・
3
』『
や
な
ぎ
通
り
の
ス
ー
ジ
ー
さ

ん
』な
ど
著
書
多
数
。日
本
児
童
文
学
者
協
会
、
日

本
子
ど
も
の
本
研
究
会
の
各
会
員
。東
京
都
在
住
。

平
成
24
年
７
月
3
日
付
山
陽
新
聞

日・英語版の引き揚げ話がアメリカへ！

英語教師の傍ら児童文学活動60年
児
童
文
学
者   

遠
藤
み
え
子 （
10
期
）

内
田
校
長
、片
山
教
頭
が
着
任

寄
　
　
稿
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重
量
挙
げ
の
元
五

輪
選
手
・
窪
田
登
（
み

の
る
）
さ
ん
＝
1
期

＝
の
旧
蔵
資
料
が
、

大
量
に
古
書
店
の
販

売
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

古
書
鎌
田
（
東
京
都
江
東
区
）
の
古

書
目
録
第
6
号
（
令
和
3
年
1
月
発
行
）

に
、2
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
22
件
が
カ
ラ
ー

写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
代
の
こ
ろ
に
作
成
し
た
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
ク
に
始
ま
り
、
ロ
ー
マ
五
輪
出

場
時
の
ア
ル
バ
ム
、
出
演
し
た
テ
レ
ビ

番
組
の
映
像
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
創
刊
号
か
ら
の
雑
誌
お
よ
び
洋
書
・

洋
雑
誌
、
専
攻
の
体
育
・
健
康
法
の
専

門
書
ま
で
多
彩
な
資
料
約
5
0
0
点
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ピ
ア
色
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
窪
田
さ
ん
の

一
代
記
が
書
け
そ
う
な
貴
重
な
資
料
ば

か
り
で
す
。
10
代
の
こ
ろ
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
青
陵

時
代
の
1
コ
マ
が
含
ま
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

販
売
価
格
は
合
計
で
1
0
0

万
円
近
く
、
価
値
の
高
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

窪
田
さ
ん
は
早
稲
田
大
学
教

授
、吉
備
国
際
大
学
学
長
を
務

め
、日
本
の
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
の
草

分
け
的
な
存
在
で
す
。平
成
29
年

に
87
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

家
族
に
、
古
書
店
に
出
回
っ

た
経
緯
を
聞
く
と
、「
資
料
は

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
ぐ
ら
い
あ
り

ま
し
た
。『
ま
と
め
て
ど
こ
か

に
寄
付
し
た
ら
』
と
勧
め
た
ん

で
す
が
ね
。
晩
年
、
大
学
や
研

究
所
、
図
書
館
、
出
版
社
な
ど

多
方
面
か
ら
引
き
合
い
が
あ
り

ま
し
た
が
、『
本
当
に
読
ん
で

く
れ
る
人
に
…
』
と
言
っ
て
寄

付
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
書

店
の
商
品
は
そ
の
一
部
だ
と
思

わ
れ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

と
学
問
の
二
つ
の
世
界
を
極
め

た
著
名
人
の
一
級
の
ま
と
ま
っ
た
資
料

が
散
逸
す
る
の
は
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。

□
…
販
売
リ
ス
ト
提
供
：
西
山
輝
夫
さ
ん（
10
期
）

窪
田  

登
　

さ
ん（
1期
）の
旧
蔵
資
料
5
0
0
点

記事の文字が小さく読みにくい
Ｑ　�高齢者には記事の文字が小さく読みにくいので、
記事を短くして列挙したらどうでしょうか。記事
に登場する卒業期に偏りがあります。もっと輪が
広がればいいのですが…。� （４期・男性）

ほぼ全面的に文字を大きくする
Ａ　�以前から気になっています。次号（第53号）から全
面的に文字を大きくし記事を減らしてゆったりし
た紙面レイアウトを工夫します。記事の列挙は味
気ないので、紙面レイアウトは必要かと思います。

　　�　卒業期の偏りについては、ネタ（話題）をつかんだ
順番に記事化していますので、年によってはその傾
向があるかもしれませんが、目配りはしています。

ジオラマなく対応に困った
Ｑ　�記事掲載ありがとうございました。早速、記事中の
「美観地区のジオラマ」を見にこられたり問い合
わせも数件あり反響に驚きましたが、展示はすで
に終えていたので対応に困りました（笑い）。

� （47期・須山＝旧姓森脇＝寛子）

記事に「令和２年」を入れるべきだった
Ａ　�記事を確認すると「『美観地区のジオラマ』の展示は
『正月明けの１月中旬まで』」とあり、時期はちょ
うどタイムリーでしたが実は１年違いです。記事

中に「令和２年」を入れるべきでした。記事の最後
の「令和元年10月取材」が目に留まらなかったかも
しれません。年１回発行のため記事と現状とに誤
差が生じる場合があり、今後留意します。

「文武不岐」の意味は？
Ｑ　�本紙に時々、青陵の目指す「文武不岐」という言葉
が出てきます。「不岐」は広辞苑にもありません。
どういう意味でしょうか。「文武両道」と、どう違い
ますか。� （18期・男性）

「不岐」は一体不可分で相互補完
Ａ　�「文武不岐」のルーツを同窓会事務局にお願いして
調べてもらったところ、平成12年３月に発行した
校誌『青陵』の鴨頭（かもがしら）脩校長の巻頭言のタ
イトルに「文武不岐」が確認できました。在任３年
目の校誌で、文中に「文武『両道』は並列的で両極化
とみられ、やや不満。文武は一体不可分、相互補完の
『不岐』でなくてはならない。本校の長年の教育目
標（校訓）『知・徳・体』の言い換えである。出典は水
戸の徳川斉昭撰『弘道館記』。辞書になく、なじみの
ない言葉だが造語ではない」と、ありました。

　　�　鴨頭先生は第15代校長として平成９年４月に着
任されました。出典を明記、文中の最後に「校内で
次第に定着してきているように思われる」と、手ご
たえを感じており、鴨頭校長の提案とみて、ほぼ間
違いありません。単なるモットーではなく、校訓
の言い換えと分かりました。「文武不岐」が生まれ
て20年余りになり、耳になじんでいます。

　　�　ちなみに、滋賀県立膳所高校の剣道部旗は「文武
不岐」です。

古書店（東京）の販売リストで発見

こ
ぼ
れ
話

古書店の販売目録に掲載された窪田さんの旧蔵資料

　本紙『青陵』第52号を配布後、いろいろな反響が
ありました。その一部を問答形式でまとめました。
� （回答は編集室）

『青陵』　第52号　Q＆A
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（令和２～３年／現役を含む、学年は当時）

［受賞・受章（判明分のみ）］同窓会副会長今岡道雄さん（13期）経営の
今岡写真館が令和２年10月16日、日本商業写真家協会ツクルアル
バム・コンテストの肖像部門（高校）で優秀賞（３席）を。親子孫（靖晶
さん＝44期）三代、青陵の卒業アルバムを手掛け、これまでに80冊
余を作りました／今岡道雄さんが同３年６月、日本写真館賞コンテ
ストで、上から３番目の「『いい夫婦の日』をすすめる会賞」を❖陶芸
家岡本達弥さん（44期）が同２年10月、倉敷市文化連盟賞の奨励賞
を❖同年同月の高齢者叙勲で、元笠岡工業高校長小原健吾さん（２
期）が瑞宝小綬章を、元郷内中学校長岸田更生さん（同）が瑞宝双光
章を❖同年同月の叙位叙勲で、元玉野市立備南高校長堀口英明さん

（３期）が従五位瑞宝小綬章を❖同年11月、銃器根絶ポスターコン
クールで福成花野さん（３年生）が優秀賞を❖同年１月の高齢者叙
勲で、元西阿知小校長佐藤秀夫さん（３期）が瑞宝双光章を❖陶芸家
岡本篤さん（13期）が同年同月、山陽新聞賞（文化功労）を。
受賞記念展を９月に天満屋倉敷店で開きました／同年11
月には倉敷市文化章を❖岡山県議会議員渡辺英気さん（26
期）が同２年10月、全国都道府県議会議長会自治功労（25
年）表彰を❖陸上400メートル障害の吉田京平さん（67期）
＝東京学芸大学大学院＝が同３年３月、岡山県トップア
スリート賞優秀賞を❖同年４月の高齢者叙勲で元乙島小
校長柳井（旧姓深見）登志夫さん＝２期＝が瑞宝双光章を
❖同年４月の叙位叙勲で元倉敷東小校長小野正夫さん（９
期）が従六位瑞宝双光章を❖同年４月の叙位叙勲で元
灘崎中校長宇治郷安俊さん（３期）、元沙美小校長三宅
基雄さん（３期）が、いずれも瑞宝双光章を❖ハンド
ボール部主将の加藤大知さん（３年生）＝写真①＝が
令和２年度の県高校ハンドボール優秀選手賞を❖同
年度の第21回高梁川流域高校生絵画展で１年生が油
彩静物画６点を出品、小野みずきさん、山田洋平さん
の２人が佳作に❖同３年６月の高齢者叙勲で元第一
福田小校長味野進さん（３期）が瑞宝双光章を❖喫茶
店経営長沼眞智子さん（21期）が同年７月、2021年度保健福祉関係
功労者として県知事賞（食品衛生功労者）を❖全国大会の予選を兼
ねた岡山県高校将棋選手権大会が同年５月、岡山市内で開かれ、女
子団体に出場した青陵チーム（小泉妃名香、田原佳奈、清水璃胡）が
不戦勝で岡山県代表として７月の全国大会へ出場しました❖同年
８月の岡山県児童生徒書道展で室山燦子さん（３年生）が県高校書
道連盟会長賞を／薬物乱用防止ポスターコンクールで朝見光彦さ
ん（３年生）が岡山県覚醒剤等薬物乱用対策推進本部長賞を／同年
８月、岡山県児童生徒書道展・漢字の部で楠戸成美さん（２年生）が
特選、大橋佳奈さん（同）、木戸紗（すずな）さん（１年生）が佳作に選
ばれました❖倉敷市議会議員三村英世さん（38期）が同年６月、中国
市議会議長会表彰（議員20年以上）を。

◇
［就任］令和３年５月に岡山経済同友会の2021年度通常総会が開か
れ、クラブン社長伊澤正信さん（20期）、エルグレコ社長長沼眞智子
さん（21期）が幹事に選ばれました❖同年７月の財務省人事によれ
ば、植田明浩さん（環境省）＝35期＝が長崎税関長に。

◇
［当選］任期満了に伴う倉敷市議会議員選挙（定数43）が令和３年１
月に行われ、青陵卒業生が４人当選しました。三村英世さん（無所
属）＝38期＝が上位当選で６期目、藤原（現姓鳥井）薫子さん（同）＝
44期＝が５期目、若林昭雄さん（同）＝30期＝が２期目、さらに仙田
貴孝さん（公明党）＝28期＝が初陣を飾りました。　

◇
［活躍］令和３年３月、県庁で「岡山発見かるた」完成の発表会があ
り、デモンストレーションで県内実力校の青陵高競技かるた部２年
生４人が伊原木知事と対戦しました＝写真②。

◇
［東京五輪］競泳の代表候補だった中尾駿一さん（65期）は、令和３年

会員ミニ点描
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大　月　　　修  （19期）
【近畿青陵会常任幹事】

〒670－0955
姫路市安田４－165－１－704
℡ 079－225－8030

教授　白　神　宏　之 （26期）

【近畿青陵会副会長】
大阪大学レーザー科学研究所

〒565－0871　大阪府吹田市山田丘２－６
℡ 06－6879－8753
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４月の代表選考会（日本選手権）で記録が伸びず、残念ながら代表を
逃しました。次のパリ五輪を目指すそうです。

◇
［展覧会］洋画家椋野（旧姓森）茂美さん＝18期・家政科＝が令和２年
11～ 12月、東京・銀座のギャラリーで個展を。花をモチーフにした
油彩30点を展示しました❖ 岡本達弥＋木村知子「春の息吹」展を
２年ぶりに同３年１月、岡山市内のギャラリーで。岡本さん（44期）
の陶器、木村さん（40期）の磁器を合わせて約160点展示しました❖
第３回福島隆壽と教え子たち展を同年同月、岡山市内のギャラリー
で。洋画家の福島さん（元在職教員）と教え子18人が絵画や現代
アートなど約30点を出品しました❖羽島焼の小河原常美さん（15
期・家庭科）が同年７月、窯元で窯出し展を。姉と２人で大皿やコー
ヒーカップなど約300点を展示しました❖元在職教員水間正雄さ
んが同年７月、水彩スケッチ「日本百名城の旅」展を玉島市民交流セ
ンターで。五稜郭や会津若松城など約80点を展示しました。

◇
［演奏会］ピアニスト松本和将さん（49期）が令和３年３月３、４日、
岡山市内で新進バイオリニスト福田廉之介さん（赤磐市出身）と初
共演しました。全曲ソナタ、ソナチネを演奏しました／松本和将さ

んが同年９月20日、玉島でベートーベン・ピアノソナタ全
32曲最終章を演奏、１年がかりのコンサートを完結しまし
た。

◇
［寄稿］教頭妹尾英津子先生（化学）が令和３年１月17日付
の山陽新聞「さん太タイムズ」の「おもしろ実験研究所」に。
ゼリーの実験を例に「自分だけの実験ノートをつくろう」と
アドバイス、「記録して気づくことや疑問がわきます」と、実
験ノートの重要性を説いています。

◇
［寄贈］青陵高校同窓会は令和２年の年末、『同窓会だ
より　青陵』を倉敷市立中央図書館へ、最新の第52号に
バックナンバーの第46～ 51号を添えて７部を。「郷土
資料の一助に活用していただければ」という願いを込
めました。以後、毎年贈る予定です❖版画家岡村勇佑さ
ん（48期）が同３年５月、詩人なんば・みちこさんの随筆
『道すがらの記』を青陵高図書館へ。本の表紙に岡村さ
んの作品が採用されています。

◇
［訃報］中元（旧姓石原）睦子さん＝10期＝が令和２年２月20日に。
石原隆司元本部同窓会会長（３期）の妹です❖野球部ＯＢ小林一彦
さん（３期）が同年８月９日に。岡山県高校ＯＢ野球連盟に加盟、還
暦で作った真っ赤なユニホームを愛用していました❖柏尾（旧姓岡
本）初美さん＝倉女36期＝が同元年11月１日に❖本部同窓会理事
内藤朝之さん（１期）が同３年１月21日に❖近藤綾子さん（元在職
教員）が同年６月15日に。99歳でした。

◇
［物故名誉会員］元岡山県詩人協会会長の井奥（難波）行彦さん＝元在

職教員＝が令和２年、日本詩人クラブ「物故名誉会員」に。
◇

［同窓会入会式］令和３年２月27日、今春の72期卒業生309人が入会
しました。卒業生は累計３万4947人となりました。岡田同窓会会長
のメッセージを髙槻校長が代読、本部同窓会から全員に入会記念品
の卒業証書ホルダーが贈られました。

◇
［訂正］平成29年発行の本紙第49号に掲載した「長谷川冨貴恵」さん
（別刷り１ぺージ）は「長谷川冨喜惠」さんの誤りでした。訂正してお
詫びします。� （編集室）
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